
 

 

 

 

 

 

 

１月も残り少なくなり，来週から２月に入ります。３学期はあっという間に過ぎていきそうです。生徒は寒

さに負けず，元気に学校生活をおくっています。本市は，新型コロナウイルス感染症の影響を受け，「新型コ

ロナ感染拡大防止集中対策」へ取り組んでいるところです。学校でもしっかり寒さ対策を行いながら，引き続

き手洗い，うがい，換気，３密の回避など，感染予防へ継続して取り組んでいきます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廿日市市立佐伯中学校   令和２年度 
           

【自 律】 学 校 だ よ り 
       ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http:// www.hatsukaichi-edu.jp/saiki-j/ 

学校教育目標：「自信と誇りを持った生徒の育成」“みんなの笑顔があふれる居心地のいい”学校づくり！！ 

 

 

 

１月号（№１３） 

令和３年 

1 月２８日（木） 

 

月２８日（火） 

 

平成３０年 

４月２７日（金） 
地域の方からお礼のお手紙をいただきました！ 

２年生は，総合的な学習の時間に，新型コロナウイルス感染症で自粛生活を余儀なくされた高齢者の

方々に向けて，中学２年生ができることを考え，恩返しをする取組を行いました。１2月１８日の西広島

タイムスにその内容が取り上げられました。 

また，先日，地域の高齢者の方々から，温かいメッセージをいただきました。生徒も大変喜んでいまし

た。ありがとうございました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

                                     

皆さんの心のこもった贈り物ありがとうございました。一生懸命取り組んでくださったことが

伝わってきます。ＤＶＤの中の一人一人の笑顔がとても素敵です。胸が熱くなりました。 

「ふれあい花上」サロンは平成２１年に地域のつながりを深めようと始めました。手話やゲー

ム，健康相談，体操，昼食を共にするなど，楽しく過ごしてきました。しかし，コロナ禍で３月

より休止していました。地域の中でお互いを心配したり，声をかけ合ったりすることが難しくな

る中，９月よりお寺サロン「らく楽体操」が始まり感染症対策を取りながら，一緒に活動してい

ます。皆さんから贈り物を大切に使ってコロナ禍の中，健康に気をつけながら過ごしていこうと

思っています。 

中学生の皆さんも行事などいろいろ影響して大変な毎日でしょうが，ピンチをチャンスに変え

て，今ならではこその学校生活を楽しんでください。元気でお過ごしください。ありがとうござ

いました。                   「ふれあい花上」サロン 

佐伯中の２年生の皆様 

このたびは，地域のサロン高齢者のために，たくさんのプレゼント

ありがとうございました。ＤＶＤをみんなで拝見させてもらいました。

工夫して作ってくださった事がよくわかりうれしかったです。寒くな

るので，風邪，コロナ等お互いに気をつけ，元気に新年を迎えましょ

うね。良いお年を。         サロン「たまてばこ」 

佐伯中学校２年生の皆様 

私たちのためにいろいろな事を考えてくださりありがとうございま

す。ビデオを観ながらうれしくて涙が出ました。運動など頑張ってい

きますね。             らく楽体操 一同 



 介護を通して，人としての生き方を考える「道徳の授業」参観日 
12 月 14 日（月）３年生は，道徳の時間に介護福祉士の吉岡俊昭さん（トリニティカレッジ広島医療

福祉専門学校 介護福祉学科学科長）を講師にお招きし，介護について学びました。吉岡さんの心のこも

った講話を聴いたり，実際に体験したりしたことで，より深く介護について知ることができました。生徒

は，介護という仕事を通して，家族とは何か，生きることはどういうことなのかなど，沢山のことを学び

ました。（１月 17日の中国新聞のヤングスポットに，矢立夢姫さんの感想が掲載されました。） 

2 月 15 日（月）には，１・２年生（２年３・４時間目，１年５・６時間目）も，吉岡さんのお話を伺います。参観

日ですので，ぜひ保護者の方にもお聴きいただきたいと思っています。小田校長推薦の道徳の授業をお楽

しみに！（新型コロナウイルス感染症の状況により，延期または中止になる場合があります。） 

   

介護ができるっていうことは，色々な人の個性をきちんと受け入れることができることかなと思いました。自分にとって当たり前でも，

他の人にとってはそうじゃない。だから，その人の個性をしっかり理解して分かることが大切だと思いました。もし，自分の身内だっ

たらどう何だろうと考えながら，日々のニュースなどをしっかり見聞きしようと思いました。自分でもできることを積極的にしていき

たいです。今日の授業を受けて，介護するのってかっこいいなと思いました。（３年） 

介護福祉士は，心が温まるステキな仕事だなと思いました。介護福祉士さんの中でも吉岡さんのような考え方を持てる人が増えると，利

用者さんは安心して任せて幸せな気持ちになるだろうなと思いました。そして，吉岡さんのような考え方を持てるような大人になりた

いです。人を幸せな気持ちにできて，手助けをたくさんできるような仕事をしたいなと改めて思いました。目には見えない心をたくさん

見ていこうと思います。とても心に響きました。（３年） 

「自分のものさしで人をはかるな」という言葉を人が言っているのを聞いたことがあったけれど，その言葉のあるべき形が介護なんじ

ゃないかなと思いました。単にお世話をする仕事ではなく，その人一人一人と向き合っていく仕事だと思いました。（３年） 

佐伯高等学校「公営塾『道秀』」に３年生が参加しました！ 
廿日市市は，佐伯・吉和地域の子どもたちの教育環境を充実させ，将来の担い手の育成を図るために，

佐伯高校に公営塾「道秀」を開講しています。昨年までは，夏休みだけの参加でしたが，今年は冬休みも

参加させていただきました。１２月２２日から４日間で延べ２８名の生徒が参加し，受検に向けて一生懸

命に勉強（英語と数学）しました。公営塾「道秀」の先生方の説明は分かりやすく，中学生は参加して良

かったと語ってくれました。公営塾「道秀」の先生方ありがとうございました。 

                       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・分からない問題を丁寧に教えてくれました。 

・先生の教え方がとてもうまく好きになりました。 

・分からない問題を聞くことができました。 

・家とは違って集中力が長く続きました。 

・分かりやすく楽しかったです。 

・静かで集中してできました。 

・分からないところが分かるようになりました。 

・分からないところを聞けたので良かったです。 

※カラー版は，佐伯中学校のホームページをご覧ください。 


